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Communique No. 78 

2025 年 10 月 3 日 
競技運営委員長（トラック＆ロード） 

 
チームスタッフの入場資格違反に関するペナルティ 

 
 
次のチーム（監督）に対して警告を与える。 
 
 
トラック・レース  中央大学 
 
理由：エントリー申請時にチームスタッフの登録を怠り、チームスタッフとしての登録可能要件を満たさない（セフティライド

研修会等受講修了要件を満たしていない）スタッフを大会当日に複数入場させ、本来認められない複数人の
チームスタッフがチーム・ピットにて活動し、更に規則上認められない判定行為に関する抗議活動を行った。 

 
 
 
ロード・レース  明治国際医療大学 
 
理由：補給ＩＤカードの不正使用により、認められた人数より多くのスタッフを補給エリアに滞在させ、一時的に補給エリ

ア内にて活動させた。 
 
 
 本連盟は、大会の安全性の向上と公平な運営の観点から、選手・チームスタッフの備えるべき要件と人数の上限を定
めている。大会終了後、これを順守していなかったチームがあるのではないか、との指摘があったことから調査を行ったところ、
重大案件として少なくとも上記の２件について不正行為が確認された。 
両件とも大会運営を尊重しない行為であり、規則や大会趣旨を理解しない軽んじた行動であり極めて遺憾である。競

技結果にも影響を与えている事象と疑わざるを得ず、またチーム間の公平性を損ない、大会の存立を危うくする虞のある
行為である。今後このような行為については厳しく対応していくこととなる。 

本連盟主催大会に参加するチームとしてのフェア精神が求められるところであり、スポーツマンシップ・フェアプレイの精神を
大切にした行動を期待する。 
 
 

   以上 


